
　

NO.１

[単位：千円]

事　業　費

（令和8年度）

大 津 市 環境学習 大津環境人育成事業 環境政策課

　　環境人育成事業 Ｒ８～Ｒ１０ 2,925 975 500

　　環境情報システム整備事業 Ｒ８～Ｒ１０ 9,678 3,226 2,500

3,000

彦 根 市 琵琶湖岸等清掃活動事業 Ｒ８～Ｒ１０ 15,988 5,329 3,000 清掃センター

　

長　浜　市 住民との協働 河川愛護及び３Ｒ推進事業 Ｒ８～Ｒ１０ 34,653 11,551 3,000 環境保全課

 

 　

近江八幡市 住民との協働 水と緑の市民環境活動事業 Ｒ８～Ｒ１０ 3,453 1,151 1,150 環境政策課

　 　 　 　 　

ヨシ群落保全事業 市内団体と協力し、ヨシの刈取りや清掃を行い、ヨシ群
落の保全活動を実施する。

ヨシ群落でのヨシ刈りや清掃を実施する。
Ｒ８～Ｒ１０ 2,970 990 990

西の湖ヨシ灯り展 Ｒ８～Ｒ１０ 4,590 1,530 300

環境美化推進活動事業 Ｒ８～Ｒ１０ 1,440 480 300

河川水質調査事業 Ｒ８～Ｒ１０ 1,594 531 260

3,000

東近江市 住民との協働 伊庭の里湖（さとうみ）づくり事業 Ｒ８～Ｒ１０ 9,000 3,000 3,000 森と水政策課

自主的な市民運動を展開し、快適な生活環境および水
環境の創造と保全を図る。

湖岸清掃活動等を実施する。

市内河川の水質測定を定期的に行い、水質を把握す
るとともに、水質保全を図る。

市内河川11箇所で、定期的な水質検査を
実施する。

これまで醸成してきた多様な組織、人材の関わりによる
伊庭内湖周辺の環境保全の取組をさらに推し進め、生
物の多様性に富んだ持続可能な地域づくりを目指す。

「伊庭の里湖ヨシ保全事業」、「ゴミのない伊
庭内湖づくり活動」、「伊庭内湖の再生を図
る研究活動」、「伊庭の里湖づくり人材育成
活動」、「地元の魅力発信」、「湖辺環境保
全業務」、「その他活動」を実施する。

自治会での身近な河川の清掃活動や資源ごみ分別に
よる３Ｒ推進活動に対して奨励金を交付することで、市
民の地域での自主的な環境保全活動を継続させてい
く。

自治会が主体となった身近な河川の維持管
理と資源ごみ分別による３Ｒ推進に対して
奨励金を交付する。

近江八幡市の環境基本計画に基づいた環境保全活動
を市民グループと連携し実践することにより、市内の環
境を守り引き継ぐ。

野鳥観察会、魚調査、白鳥川、びわ湖畔美
化活動等を実施する。

ヨシを中心とした自然物（里山、里湖、ヨシ原、田畑に生
育する植物）を使った西の湖のオブジェ（西の湖にふさ
わしい造形）とヨシ灯り展を開催する。

ヨシを中心とした自然物を使用したオブジェ
とヨシ灯り展を開催する。

担当課

年間を通じて環境全般にわたる体験学習をすること
で、環境に対する幅広い知識を体得し、「人と自然」、
「人と自然環境」の関係性に関心を持ち、自らの生活の
中で環境に積極的に関わり、行動できる「環境人」を育
成する。
身近な環境である公園や琵琶湖、川、山、里山などの
様々なフィールドの活用により、充実した環境教育を行
うことで、わがまち大津へのふるさと意識を醸成し、そ
の環境を大切にし、誇りに思う心を育む。
人と人とのつながりが希薄な現代において、市内のさ
まざまな地域、学年の子供たちが同じ目標を持って一
丸となって活動を行うことにより生まれる「絆」を大切に
した仲間づくりと縦の世代間のつながりを築く。

「大津こども環境探偵団」事業として、年度
当初に小学校３年生から６年生までの子ど
もたちを団員として募集し、自然環境や生活
環境など、環境全般にわたる総合的・系統
的な体験学習を、１年間を通じて実施する。

調査対象となる身近な生物を定め、調査員として登録
した市民が自ら生物を調査することにより、大津市の自
然を見つめなおし、環境問題への関心を高める。
また、調査結果を公表することで、より広く市民への情
報発信を行う。

「身近な環境市民調査」として、大津市在住
または在学・在勤の方に、バッタの数・種類
の調査を行っていただき、その結果を基に
報告書と分布図を作成し、一般に公開す
る。
また、環境情報ホームページ「かんきょう宝
箱」を運用し、環境学習等の支援や広報媒
体として活用する。

住民との協働 散在性ごみ対策として、基準日をはじめ多数の市民が
参加する清掃活動を支援するとともに、環境美化およ
びごみ減量対策ならびに琵琶湖の環境保全啓発を推
進する。

地域の清掃活動（延べ350自治会）を実施
する。

令和８年度　琵琶湖総合保全市町交付金事業概要

１３市６町　交付金総額　５７，０００千円　　

市町名 区分 事業名（プロジェクト名） 事業目的 事業内容 実施期間 総事業費 交付金充当額



NO.２

[単位：千円]

事　業　費

（令和8年度）

草 津 市 環境学習 環境学習推進事業 　 　　 　 　 　 環境政策課　

　　こども環境会議 Ｒ６～Ｒ８ 10,585 4,956 1,183

    

　　エコプラ環境学習啓発委託業務 Ｒ６～Ｒ８ 21,221 7,608 1,817

3,000

守 山 市 住民との協働 湖岸清掃運動事業 守山市の湖岸清掃を行い湖岸の美化を推進する。 Ｒ８～Ｒ１０ 2,823 941 625 環境政策課

環境学習 琵琶湖環境教育事業 Ｒ８～Ｒ１０ 7,281 2,427 2,375

3,000

栗 東 市 環境学習 自然体験学習事業 Ｒ８～Ｒ１０ 30,000 10,000 3,000 生涯学習課

 

甲 賀 市 住民との協働 廃プラスチック類リサイクル事業 Ｒ８～Ｒ１０ 322,521 107,507 3,000 生活環境課

野 洲 市 住民との協働 　 　 　 　  環境課

　　環境基本計画推進事業 Ｒ８～Ｒ１０ 8,232 1,913 1,783

　　環境美化推進対策事業 県下一斉清掃を実施する。 Ｒ８～Ｒ１０ 6,006 1,851 1,217

3,000

廃プラスチック類の分別、リサイクルの実施を通してご
みの減量化及びエネルギー消費等の削減に取り組む
ことにより、琵琶湖をはじめとする自然の保全への意識
を高め、環境に配慮した生活習慣を身につける。従来
「燃えるごみ」として焼却処理していたプラスチック製品
を、「資源ごみ」として収集し再資源化を行うことで、可
燃ごみの１０％削減をめざす。
また、従来のサーマルリサイクルからマテリアルリサイ
クルへの転換を図るため、令和８年度より、一部の廃プ
ラスチック類に関して再商品化に取り組んでいる。

琵琶湖に流れ込む河川の流域にある地域
では、市民一人ひとりが日常生活において
省資源・省エネルギーの活動に取り組むこ
とで、自然を大切にする心が育まれ、里山
の保全とともに生活排水等による水質汚濁
の防止など、河川の水質保全に対する取り
組みについて一層の推進が図れ、琵琶湖
の総合保全に寄与する。

野洲市環境基本計画普及事業 市民・事業者・行政が協働して実践することにより、将
来にわたって良好な環境が確保され、里山から琵琶湖
につながる豊かな自然とくらしが調和するまちを目指
す。

市民・事業者・行政の協働による重点プロ
ジェクトを推進する。

守山市水産振興会、守山湖岸振興会、ボラ
ンティア他で実施し、湖岸沿いの「浮遊ご
み」「ポイ捨てごみ」「湖底ごみ」を収集・除
去する。

児童生徒が琵琶湖環境学習を中心とした環境学習を
行い、環境に対する意識・生きる力・琵琶湖の環境保
全を中心とした問題解決能力を身につける。

市内保育園、幼稚園、小・中学校において
環境学習を実施する。

幼保支援室
学校教育課

豊かな自然の中で集団活動と宿泊研修を通じて、豊か
な心を育み、明るくたくましい青少年を育成する。

県の進める「やまのこ事業」の受入施設とし
て、自然体験学習センター「森の未来館」の
運営を行っている。その施設を活用し、小学
校４年生の自然体験を目的とするやまのこ
事業のほか、森林環境学習や研修等で利
用する中で、生涯学習の振興を図る。
また、やまのこ事業については、市内だけで
なく広く県内の児童を受け入れ、自然体験
学習を通じて、豊かな心を育む。体験学習
には宿泊だけでなく、日帰りで行えるプラン
を用意し、自然体験の機会を広げている。

総事業費 交付金充当額 担当課

第３次草津市環境基本計画の基本方針の１つである
「環境について学び行動できる地域社会づくり」につい
て、家庭・学校・職場など様々な場面で、生涯を通じて
誰もが環境について豊かに学び行動できる地域社会づ
くりを進める。

こどもと大人が環境について議論しあい、環
境活動に取り組む人たちが交流する会議を
開催する。

環境学習プログラムの開発および学習の場
づくりの推進ならびに市民が主体的に学ぶ
ための総合的な企画・運営を委託する。

実施期間市町名 区分 事業名（プロジェクト名） 事業目的 事業内容



NO.３

[単位：千円]

事　業　費

（令和8年度）

湖 南 市 住民との協働 河川愛護活動事業 Ｒ８～Ｒ１０ 43,701 14,567 3,000 土木建設課

高 島 市 住民との協働 ヨシ群落保全事業 ヨシの刈取り、清掃業務等を実施する。 Ｒ６～Ｒ８ 2,700 900 500 財政課

環境学習 マイスクール事業 Ｒ６～Ｒ８ 8,905 2,609 2,500 財政課

 

3,000

米 原 市 住民との協働 水源の里から琵琶湖まで水環境を守るまちづ
くり事業

市民が一体となって水環境を守るという意識付けを行
い、市内で２箇所が日本の名水百選に選定されている
こと、ほたるの生息地として清らかな川を有することな
ど、自然に恵まれた環境を後世に引き継ぐ。

　

　　環境改善・普及事業 市民に水環境についての意識高揚を図り、地域におい
ての環境保全活動の実践へとつなげていく。

琵琶湖に流入する承水溝の水質検査や水
草等の除去により洪水対策や水質悪化の
未然防止を図る。

Ｒ８～Ｒ１０ 7,500 2,500 1,500 農政課

　　地域みんなで環境美化推進事業 環境美化パトロールや環境美化啓発看板の設置など
により、環境に対する意識の高揚などを図る。

Ｒ８～Ｒ１０ 7,494 2,494 1,500 地域振興課

　 　 　

3,000

日 野 町 住民との協働 　  　 　 　 　

　　リサイクル促進事業 自然環境等を守り活かすことを目的として、リサイクル
等を推進する住民活動を支援し、琵琶湖の保全に貢献
する。

Ｒ８～Ｒ１０ 13,115 4,315 2,000 交通環境政策課

　　河川愛護事業 町が管理する河川の浚渫や除草作業を住民自らが行
い、琵琶湖につながる河川の愛護活動を推進、支援す
る。

町管理河川除草清掃作業、準用河川浚渫
作業を実施する。

Ｒ８～Ｒ１０ 8,250 2,250 1,000 建設計画課

3,000

竜 王 町 住民との協働 河川環境美化作戦 Ｒ８～Ｒ１０ 95,079 31,693 3,000 建設計画課

資源回収促進補助事業、ごみ減量事業、リ
サイクル推進事業を実施する。

自治会や各種団体が自主的に行う、琵琶湖に注ぐ河
川の美化活動を支援し、地元住民の河川環境美化に
対する意識を高め、後世に美しい景観を継承する。

琵琶湖に注ぐ一級河川や普通河川の草刈
り、樹木の刈取りおよび清掃活動を支援す
る。

ヨシ群落を良好な状態に保つため、市内外からのボラ
ンティアを募り、ヨシ群落の保全を図る。また、地元自治
会等市内各種団体と協力し継続的な保全活動を実施
する。

自然体験活動や文化芸術活動を実施し、児童・生徒が
夢や希望・目標をもって自分の生き方を考える機会を
与える。

市内小中学校において、特色ある学校づく
りを推進する。

各自治会のごみ集積所の維持管理費など
に対して助成を行い、適正なごみの分別を
行い琵琶湖などの環境の保全に努める。

自然環境を生かし、守る！琵琶湖総合保全プ
ロジェクト

日野町は琵琶湖の水源となる鈴鹿山系に属しているこ
とから、琵琶湖水源域の自然環境の保全を図りつつ、
琵琶湖に育まれた地域資源を町の資産として積極活
用する。

実施期間 総事業費 交付金充当額 担当課

河川を中心に地元住民参加のもと草木の除草作業・周
辺清掃活動の実施により発生する草木等の処理を行
い河川および琵琶湖の環境保全を図る。

区内周辺の河川・用水路等の清掃活動で
発生する多量の草木等について、指定箇所
に集積し一括処理を行う。

市町名 区分 事業名（プロジェクト名） 事業目的 事業内容



NO.４

[単位：千円]

事　業　費

（令和8年度）

愛 荘 町 環境学習 愛荘町さわやかまちづくりプロジェクト   　

      さわやかまちづくり推進事業 Ｒ８～Ｒ１０ 1,350 450 200 くらし安全環境課

　　　みどりの少年団育成事業 Ｒ８～Ｒ１０ 600 200 200 農林振興課

　　　河川愛護事業 Ｒ８～Ｒ１０ 19,380 6,460 2,600 建設・下水道課

3,000

豊 郷 町 住民との協働 散在性ごみのない美しいまちづくり事業  　 住民生活課

　  　

　 　　　環境美化事業 Ｒ８～Ｒ１０ 4,935 1,645 600

　　　字内一斉清掃事業 Ｒ８～Ｒ１０ 2,724 908 300

　 　 　 　 　

循環型社会形成モデル事業 住民との協働によりごみ減量化に取り組む。

　　　生ごみ処理機導入事業 Ｒ７～Ｒ９ 35,146 21,924 2,100

　 3,000

甲 良 町 住民との協働 びわ湖環境美化推進事業 　 住民人権課

　　　環境美化推進事業 Ｒ８～Ｒ１０ 5,679 1,893 1,643

　　　ごみ減量リサイクル活動事業 Ｒ８～Ｒ１０ 5,643 1,881 1,357

3,000

多 賀 町 住民との協働　 産業環境課

       河川水質測定事業
住民の水質保全意識の高揚を図り、水質保
全活動を促す。

Ｒ８～Ｒ１０ 6,435 2,145 1,300

       青龍山生活環境保全林等管理運営事業
遊歩道の整備、草刈り、下刈り他青龍山周
辺の維持管理を行う。

Ｒ８～Ｒ１０ 3,900 1,300 1,300

       資源回収活動推進事業
資源回収への支援を通じて、ごみの減量化
および資源再利用の促進を図る。

Ｒ８～Ｒ１０ 1,800 600 400

3,000

　 266,700 57,000 　

次世代に美しい琵琶湖を継承するプロジェクト 河川の良好な水質を保持、次世代に美しい琵琶湖を継
承する。

合　　　　　計

町内各小学校で組織されているみどりの少
年団が行う環境保全活動への補助を行う。

自治会等が実施する「琵琶湖へつながる河
川」の環境保全事業に助成を行う。

定期的な清掃活動を行う。また、不法投棄ごみの削減
を目指し、パトロール活動による監視活動を行い、散在
性ごみのない住みよい環境をつくる。

河川敷等の散在性ごみを回収する。

各字区民による一斉美化清掃活動により、
水路清掃等の環境美化を図る。

ごみ減量化に取り組む地域・団体等に生ご
み処理機を提供し、ごみの減量化を図り堆
肥化し、農作物等の栽培に活用する。

生活排水等の処理方法の啓発とびわ湖に流れ込む河
川の美化を推進する。

みな川・犬上川河川敷等の不法投棄監視、
回収と処理作業を行う。

剪定枝等を加工し、肥料、燃料等に再利用
する。

実施期間 総事業費 交付金充当額 担当課

琵琶湖へつながる河川の源流としての住民の憩いの
場を含めた愛荘町の自然環境を保全するとともに、自
然と共生したさわやかなまちづくりを展開する。

宇曽川水生生物観察会等の環境学習を行
う。

市町名 区分 事業名（プロジェクト名） 事業目的 事業内容


